
平成19年3月6日に行われた受賞式後の記念撮影。
本年度は、２団体・２個人が受賞しました。
　（詳細はP.3をご覧下さい）

【 平成18年度 学生表彰受賞者 】

北九州市立大学 学報
THE UNIVERSITY OF KITAKYUSHU  INFORMATION

題字：阿南 惟正 理事長筆

第 8号
SPRING

「キャリアサポート最前線」

CONTENTS

TOPICS CLOSE UP

会議等

仕事始め式　コラボラ花壇出現
朝日新聞に本学教員 11 人登場　
　　　　　　　　　　　　など　

  1   7

 

  9
  3

10

  8

北方サロン　こらむ
図書館 　国際教育交流センター

11Ｋ　ＢＳカウントダウン

 職業観醸成支援と就職活動支援

特集
　

お知らせ

活躍する北九大生たち

  5

２

TOPICS 

人事　行事予定　　
平成 19年度からの履修等の変更について
授業料改定　ほか

入試広報 REPORT



きゃりあーな

■『
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り
あ
ー
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』
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
    キャリアセンターのことをまず知ってもらい、学生が
進路を考える上で身近な存在となるよう、学生スタッフ
を公募し、センターのコミュニケーション情報誌を作っ
てもらうことにしました。   キャリアセンターについて
の情報を学生自身が発信することで、より親しみのある
広報ツールとなることをめざしています。また、学生ス
タッフには、学内インターンシップとして捉えてもらい、
それぞれの役割分担の中で、雑誌制作のプロセスと、一
つのものを創り上げる責任・達成感を経験してもらうこ
とも狙いです。
    『きゃりあ～な』の創刊号は学内各所に設置していま
す。ぜひ手にとってみて下さい。

就職できるかどうかではなく、「なぜ働くのか」「自分は何ができるか」「将来どんなことをやってみたいのか」「ど

う世の中に貢献したいのか」 などの職業観を醸成することをめざしています。 そうすることで仕事に対する

志を高く持ち、 社会で活躍できる人材を輩出できると考えています。

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
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■
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ン
タ
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■
現
役
社
会
人
リ
レ
ー
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座
「
ト
ッ
プ
に
訊
け
」

 
    自分の力で進路を考え決定できる力を育むため、従
来の学外インターンシップの充実に加え、学内でのイ
ンターンシップを強化しています。
    昨年は、学外へ 81 名が参加（一昨年は 40 名）、北九
州市内外の様々な企業で就業体験を積みました。また、
昨年は東陶機器株式会社様のご協力を得て、本学初め
ての試みとして東京でのインターンシップを実施しま
した。学内では４つのプロジェクトにのべ 106 名が参
加しました。
    今後も、社会的なニーズに応えられる実効的なイン
ターンシップシステムの構築を目指し、様々な学生に
対するきめ細かな事業を行っていきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※人数は北方キャンパスのみ

 

現役社会人

リレー講座

「トップに

訊け」

    働くことへの動機づけや職業観、人生の展望などを

持つきっかけづくりを目的に、昨年 11 月～ 12 月に北

九州市に関係の深い企業や官公署のトップ７人による

リレー講座「トップに訊け！」を開催しました。参加

した延べ約 1500 名の学生は毎回熱心に耳を傾けてい

ました。  講演者は以下のとおり（役職等はいずれも講演

日時点のもの）。
  
 株式会社スターフライヤー  堀髙明社長、日本銀行  櫻庭千尋北九州支店
長、西鉄バス北九州株式会社  久保祐二社長、株式会社リーガロイヤル

ホテル小倉  西村孔邦社長、株式会社朝日新聞社  江上博隆北九州総局長、

国税庁  大山誠小倉税務署長、末吉興一北九州市長。

 

ぼくら
の

ﾊﾛｰﾜｰｸ

■
僕
ら
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト     ㈶北九州活性化協議会と本学とのコラボレーション

企画。学生がグループになり事前学習を経て企業を訪

問。商品･サービスの特徴、どんな仕事があるのか、Ｔ

ＯＰ･若手社員インタビューなどを行い、原稿を執筆

して冊子『ボクラノ』を制作します。そして中学校、

高校をはじめとして幅広く地域社会に配布します。こ

の活動で学生は今まで接点の無かった「企業」「地域

社会」に直接触れ、将来のキャリアビジョンに影響を

受けるとともに、企業に接する際のマナーなどを学ん

でもらいました。
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【特集】　キャリアサポート最前線

職業観醸成支援1きゃり
あーな

特集　キャリアサポート

本学では、2006年4月にキャリアセンターが開設されるなど、この1年間でキャリアサポートの取組みが一気に加速しています。

今号では、キャリアセンターを中心としたキャリアサポートの取組みを紹介します。



特集　キャリアサポート

2

本学の就職状況（概況）

　平成 18 年度（18 年 9月卒業者・19 年 3月卒業予定者）就職

内定者数は、3月 8日現在、北方キャンパス 711 名（前年度最

終就職者数 631 名）、ひびきのキャンパス 146 名（前年度最終

就職者数 126 名）で、すでに前年度の数字を上回っており、最

終的な就職率も前年度を上回ることは確実だと思われます。こ

れは、景気回復や団塊世代の一斉退職等による企業の採用意欲

の高まり、そしてキャリアセンター等の就職支援担当による各

種事業が奏功した結果といえるでしょう。

　就職活動真っ只中の新 4年生も、この追い風に乗って更なる

就職率向上が期待されます。

プロジェクト型インターンシップ

学生メンバー募集！
オープンキャンパスプロジェクト、キャリアセンタープロジェクト、などなど・・・

その他にも、社会人として求められる能力を身につけてもらうために
学内外の様々なプロジェクトを用意しています。

参加希望の学生はキャリアセンターまで。

 

■
学
内
企
業
説
明
会

PICTURE

　学内に企業人事採用担当者をお招きしての企業説

明会を 1 月中旬から開催しています。企業の採用意

欲が高い情勢もあって、多種多様な業界から大企業

や地元の企業等が数多く参加しています。（3 月 8

日現在まで 79 社実施、延べ約 1600 名が参加）

　企業研究に余念のないリクルートスーツ姿の 3 年

生が毎日会場に足を運び、人事担当者の話に熱心に

耳を傾けています。毎年、この学内企業説明会から

最終内定までつながるケースも多く、就職活動中の

学生にとっては貴重な機会となっています。

■
業
界
・
企
業
研
究
ガ
イ
ダ
ン
ス　

―
 

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
聞
く
業
界
、
職
種
大
研
究 ―

 

    昨年 12 月 9 日、業界・職種大研究セミナーを
開催しました。これは各業界で活躍中のＯＢ・ＯＧ
を招き『仕事』について語っていただくことで、
これから就職活動を始める学生に、職業観や仕事
の現実に対する理解を深めてもらい、今後の職業
選択に役立ててもらえることを目的とました。
   29 社の企業に参加していただき、当日は悪天候
にもかかわらず約 500 名の学生が参加しました。
それぞれのブースには学生が絶えず、終了時間を
超えても話を熱心に聞く学生の姿が多くみられま
した。

　国際環境工学部では、事務局と教員が車の両輪のように連携して学生就職支

援を行っている点が特徴です。まず、事務局については、管理課学生ラインが、

企業からの求人情報を学生に紹介したり、学部・大学院の学生全般を対象とし

た就職関係のガイダンスや講座を開催しています。一方で、各学科ごとに就職

担当の教員（「就職支援委員」といいます。）を配置し、各学科の特性に応じた

きめ細かな就職支援（具体的な就職先の情報提供、学校（教授）推薦の対応・調整、

個別相談など）を行っています。事務局と就職支援委員は、「就職支援委員会」

という組織で学部全体の方針を決めたり、情報交換を行いながら、学生の就職

活動をトータルにバックアップできる体制づくりに努めています。

ひびきのキャンパスの就職支援

就職活動を学生の成長の機会と捉え、 テクニックを教える支援ではなく、 自分らしい進路を探求し実現

していくサポートに取り組んでいます。 また、 人生の方向性を決定する重要な節目でもあるため、 機会

損失をしないように、 また後悔しないように活動することを薦めています。
就職活動支援2
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ア
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真
鍋　

和
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助
教
授

【
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
期
待
し
て
く
だ
さ
い
！
】
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あなたの夢は何ですか？

活躍する北九大生たち

今夢中になっているもの、在学中に何を得たか ( 得たいか）、将来の夢などを教えて下さい。

Question

!
九州学生放送連盟：映像大会・優秀賞　等

平成 18 年度北九州市立大学学生表彰受賞

放送研究会

　今までサークル活動の中心にあったのは、 アナウンスやラジオドラマ制作

だったのですが、今年からは映像作品にも力を入れていこうと思っています。

色々な大会で賞をとられた先輩たちのように、 素敵な作品をつくっていきた

いです。 小さなサークルではありますが、 これからも力をあわせてがんばり

ます！！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（池田　久美子さん）

!
五星奨中国語コンテスト暗唱の部　優勝　等

平成 18 年度北九州市立大学学生表彰受賞

中瀬古 健さん（外国語学部２年・中国語会話研究会）

チーム「Hibikino-Musashi」
畦浦　和人さん（国際環境工学研究科　博士前期課程２年）

北住　祐一さん・小川　優さん（国際環境工学部４年）

   中学高校と６年間英語を勉強し続けたので、 大学では中国語を選び

ました。 まったく知識のない状態から、 一体どうなるのだろうと思いながらも

毎日の授業を精力的に受けた結果、 五星奨という大会で優勝することが

できました。 先生方の充実した授業のおかげだと思います。 今は大会の

副賞で中国に留学していますが、 卒業するまでに語学能力が英語 +αの

中国語ではなく、 英語と中国語の両方、 と言えるように頑張りたいです。

!
「ﾛﾎﾞｶｯﾌﾟｼﾞｬﾊﾟﾝｵｰﾌﾟﾝ2006 北九州」 中型リーグ優勝　等
平成 18年度北九州市立大学学生表彰受賞

　私は大学に入学したらロボット開発に携わりたいと考えていたので、 学部２年

次から学術研究都市内にあるロボカップチーム 「Hibikino-Musashi」 に参加し

ました。 この活動を通して学科で習った加工技術や開発知識を “学ぶ” だけ

ではなく “実践する” ことができ、 世界大会へ参加したことで海外の学部生

や研究者が、 自分よりはるかに努力し没頭していることを知り、 私の学部生

活にとって大きな励みとなりました。 主要メンバーとなって今年で２年目になりま

すが、 今年こそは世界一になれるようメンバーと共に日々活動に取り組んでい

ます！また、 将来の夢ですが、 今は具体的な夢というよりも、 何事において

も頑張りぬける人間になることを目標に頑張っています。 （北住　祐一さん）
左からｺﾞﾄﾞﾚｰﾙ教授、畦浦さん、北住さん、

小川さん

? 北九州市立大学学生表彰制度

  本学では平成 17 年度より特に優

れた業績をあげた本学の学生を対

象に、 学生表彰制度を創設しまし

た。

＜該当するもの＞

1. 学術研究活動において、 特に顕

著な業績を挙げ、 かつ、 学界又

は社会的に高い評価を受けた者

2. 課外活動において、 特に顕著な

成績を挙げ、 かつ、 課外活動の

振興に功績があったと認められる

者

3. 社会活動において、 社会的に高

い評価を受け、 かつ、 本学の名

誉を著しく高めたと認められる者

4. その他前各号と同等以上の表彰

に価する行為等があったと認められ

る者

　本学の教職員の推薦を受け、 選

考の上、 学長が表彰します。

（財）日本学生支援機構優秀学生顕彰 優秀賞受賞　等
平成 18 年度北九州市立大学学生表彰受賞

   留学期間も含め５年間の大学生活も、 この３月で終わりになります。 ４

月からは経営コンサルタントとしてのキャリアがスタートするのですが、 私の夢

は、 非営利セクター、 特にＮＰＯやＮＧＯの分野で世界的に活躍できる

経営コンサルタントになることです。 

   今は、大好きなお酒（カクテル、ウイスキー、ワインなど）の勉強の合間に、

将来に向けて、 語学や経営手法、ＩＴ・ パソコン関連のスキル取得を目指

して、 勉強しています。

日本学生支援機構「優秀学生顕彰
事業」優秀賞に入選！

渡邉伸悟さん（文学部４年）!

TOPICS

CL
OS

E 
UP

　文学部４年の渡邉伸悟さんが、

（財）日本学生支援機構の実施

する「優秀学生顕彰事業」の「社

会貢献」の部において「優秀賞」に

入賞しました。１２月１６日には、

東京のアルカディア市ヶ谷で表彰

式が行われました。

表彰を受ける「Hibikino-Musashi」の

畦浦さん

平成 18年度学生表彰表彰式
　３月６日、北方キャンパスで平成

１８年度学生表彰の表彰式が開

催されました。

　本年度の対象者は、渡邉伸悟

さ ん 、 中 瀬 古 健 さ ん 、 チ ー ム 「

Hibikino-Musashi」、放送研究会

の２団体・２個人で、矢田学長か

ら表彰状が手渡されました。

表彰を受ける渡邉さん
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健康総括主幹

生田　カツエ

　春風にのって新しい出会いが始
まりました。浮き浮きと心ときめ
かせ喜びをかみしめる反面、過去
の別れと喪失感、新しい友達への
不安で気持が落ち込む時期でもあ
ります。春の太陽をいっぱいに浴
びると元気が湧いてきます。寂し
い時はいつでも保健室まで相談に
来てください。

皆さんを応援します！

学生部長　

柳井雅人

　北九大には若い力が漲っていま
す。ESS や 中国語会話研究会、
「Hibikino-Musashi」、空手部、卓球
部など、全国や世界で活躍するサー
クルや個人が、自分たちの夢を追
いかけています。北九州市立大学
はこうした若人を大切に育て、支
援していく気構えを持っています。
さらに活躍の場が広がるように応
援していきます！

青嵐　第 8号

サークル活動　
2006 年の主な活躍
◆ＥＳＳ（米英研究会）

　

◆中国語会話研究会

◆空手部

◆卓球部

第 22 回姫山杯ディベーティング
トーナメント （西日本地区レベル）
団体優勝 ・ 個人優勝 （田崎友教）

第 10 回 JPDU （全日本パーラ
メンタリーディベート大会）
団体優勝

2006 年度五星奨全日本中国語
コンテスト
　暗唱の部　優勝 （中瀬古　健）
　スピーチの部 （個人 ・ 綾三恵子）

のじぎく兵庫国体出場 ・ 大野仁美
　　　　　　　　　　（鹿児島県代表）

第 50 回全日本空手道選手権大
会出場 ・ 八瀬友紀　
（全九州学生空手道選手権３位入賞のため）

全日本学生卓球選手権大会出場
　ダブルス　全九州ベスト８　
　　阿部伸太郎 ・ 前田健太郎組

◆サッカー部

九州大学サッカー部選手権
２部へ昇格

◆ラグビー部

九州学生ラグビーフットボールリーグ
２部第２位

　入学して２年が経ちました。 新しいことにチャレンジし、 たくさんの

経験を積もうと入学して以来、 様々なことにチャレンジしてきました。

大学の授業だけではなく、 部活やバイトを通してもたくさんの人と関

わりあうことで大人としての自覚や責任を持てるようになりました。 こ

の充実した毎日の中で色々なことに目を向け、 チャレンジしていくこと

がとても楽しいです。

　この大学生活で得たたくさんの経験を生かし、 自分らしい大人とし

て社会に出られるように、 これからもこの大学生活でしか経験できな

いことや、 興味のあることに積極的にチャレンジし、 もっと充実した

有意義な生活を送りたいと思います。

全日本空手道選手権第大会出場

八瀬 友紀さん（文学部 2 年・空手道部）!

シンガー・ソング・ライター　

引田香織さん（文学部・3 年）

　小さい頃から歌うことは大好きだったけれど、 「プロのシンガーになる」

と決意したのは大学生になってから。 ４年間という自由な時間に身

を置いて、 自分は何のために生きていたいのかを見つめようと思い、

いろいろな世界に夢中で飛び込んでいったのですが、 気が付いたら

ＣＤデビューにたどり着いていました。

　大学生活で与えられる自由が大きいからこそ、 私たちはその貴重

さを見失ってしまいがち。 自分が何をすべきかわからない人ってたくさ

んいると思いますが、 とにかく目の前にあることを精一杯やってみてほ

しいです。 そうしていくうちに、 結果は必ず出てきます。

　あなたの人生がキラキラ輝きますように。 いっしょに 頑張っていきま

しょう。 

!

第 1 回スポーツフェスタ実行委員長 / 前体育会総務会長

山田 紘司さん（経済学部・4 年）

   昨年開催されたスポーツフェスタにおきましてはスタッフや学生課の

方々、 参加者のご協力のもと、 大成功に終わることが出来ました。

この場を借りて、 深く御礼申し上げます。

　 さて、 私が４年間の学生生活で得られた中で挙げられるのが “コ

ミュニケーション能力”です。 私は体育会の部活に所属していたので、

上下関係や礼儀作法などを学ぶことが出来ました。 学生の間は同

年代同士の付き合いが多く、 その人が望めば言葉遣いや礼儀など

を気にしない環境に身を置くことが出来ますが、 社会に出るとその様

な環境は多くありません。 体育会は上下関係が厳しいと敬遠されが

ちですが、 むしろ学生のうちに自然とコミュニケーション能力を身につ

けられたことは良かったと思います。

!

ＴＥＰＣＯインターカレッジ
デザイン選手権で入選！
　国際環境工学部環境空間デザ

イン学科3年の岡田良太さんの作

品が、第10回ＴＥＰＣＯ快適住宅

コンテスト提案部門「ＴＥＰＣＯイン

ターカレッジデザイン選手権」（東京

電力株式会社主催）の公開審査

会で、全国からの応募総数349点

中上位10点に選ばれ、公開審査

会で、見事佳作入選しました。

岡田さんの作品「洗濯からハジマル」

(敬称略）
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後援会長が市表彰を受賞 2/9

　本学後援会長　土谷 清氏が、北九州市表彰(産業経済功労）

を受賞しました。これは、土谷氏が、本学の同窓会、後援会の

役員に永年にわたり就任し、学生の様々な活動支援や大学の充

実など大学の発展、優れた人材の育成に一貫して貢献されたこ

とが評価されたものです。

　

　

ＡＥＤ( 自動体外式除細動機）講習会 11/22

　2006 年 11 月 22 日、北方
キャンパスで普通救命講習
（AED講習）が行われました。
　一人でも多くの人が AED
を使用できるように、小倉南
消防署員を講師に招いて実技
訓練を中心に行いました。
　当日は、教職員、学生総勢
４３名が熱心に実習に取り組
みました。
　講習会終了者には、受講修了証が授与されました。

実験人形を使って実習する参加者

谷伍平元市長が森鷗外図書を寄贈 11/20

　2006年11月20日、元北九州市

長の谷 伍平氏から本学図書館(北

方)に、北九州市にゆかりの文豪

森鷗外研究のために収集した図書

百冊を寄贈していただきました。

　鷗外とその文学について多彩な

側面から知ることができます。

　図書館１階にコーナーを設けま

したのでご利用下さい。

　
新設された森鷗外文庫

　2006年10月25日に北方キャンパス、11月29日にはひび
きのキャンパスにおいて「セクシュアル・ハラスメント防
止研修及び飲酒運転防止研修」が開催されました。
　これは、毎年実施している教職員向け「セクシュアル・
ハラスメント防止研修」に加え、昨年度県内で飲酒運転に
よる重大事故が発生したことを受けて、「飲酒運転防止研
修」を同時開催したものです。
　当日は、多くの教職員が参加し、熱心に受講しました。
　＜講師＞
　・「セクシュアル・ハラスメント防止研修」
　　   北九州市立男女共同参画センター
          　　　　　　　　　　所長 羽瀬川 順子 氏
　・「飲酒運転防止研修」
　　　小倉南警察署交通課交通総務係長　川村 義雄 氏（北方）
　　　若松警察署交通課長　中垣　茂 氏（ひびきの）
　また、2006年12月13日・20日に、学部等別のセクシュ
アル・ハラスメント防止研修が開催されました。

10/25セクハラ・飲酒運転防止研修

　本学と子育てＮＰ
Ｏ団体等との連携事
業「コラボラキャン
パスネットワーク」
にて、本館２階のス
ペースに花壇を設置
しました。
　１月の寒い時期で
したが、多くの方々
にご協力いただき、
チューリップやレッドヤロー、ペパーミントなどさまざまな
植物が植栽されました。
　春にはきっとたくさんの花が咲き、学生の皆さんを迎えて
くれることでしょう。
　コラボラ花壇は、学生の皆さんと共に育てていくもので
す。皆様のご協力・ご参加をお待ちしております。　　　　
　　　　　　　　　　　　経営企画課（９６４－４１９５）

 

コラボラ花壇出現 1/18

本館 2階のベンチの間に出現したコラボラ花壇

　2007年1月9日、北方キャンパスで仕事始め式が行われ
ました。
　この中で、阿南理事長から、「大学改革の真価は中期計
画に沿って立案されたものが実行されてはじめて意味があ
る。具体的に、学内が活性化する等のアウトプットが明ら
かになることが必要であり、その意味で今年は様々な新し
い制度が発足するが、実行の年として成果をあげる正念場
であると思います」と、矢田学長からは、「システムの転
換により、働きがいのある、意欲をもってやれる環境づく
りを進めてきた。中期計画6年のうち、前半２年は出来る
だけ早くシステム転換を行い、中盤2年は教育研究や学生
生活の現場の活性化に力をいれようと考えている。本年度
は実績をあげられるようがんばりましょう」との挨拶があ
りました。

２００７年仕事始め式 1/９

教職員の前で挨拶する阿南理事長

TOPICS
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高校進路指導担当教員との意見交換会

　

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

ＡＥＤ講習会 ○/○

　200６年１２月９日から毎週土曜日朝刊で連載された「知のサプリメント」

に、本学から１１人の教員のコラムが掲載されました。

　

朝日新聞に本学１１人の教員登場

Vol.1  齋藤  貞之 教授  （経済学部）               2006/12/  9掲載

Vol.2  漆原  朗子 教授

          （基盤教育センター副センター長）      2006/12/16掲載

Vol.3  真鍋  和博 助教授（キャリアセンター）

                                                                   　    2006/12/23掲載

Vol.4  伊藤  健一　教授

         （国際教育交流センター長・文学部）   2006/12/30掲載

Vol.5  中山  布紗　講師（法学部）                2007/  1/  6掲載

Vol.6  岩松  文代　助教授（文学部）            2007/  1/13掲載

Vol.7  迎   由理男 教授（経済学部長）          2007/  1/20掲載

Vol.8  Adam Hailes 助教授（外国語学部）    2007/  1/27掲載

Vol.9  森田　洋 教授（国際環境工学部）     2007/  2/  3掲載

Vol.10井原 健雄 教授（大学院社会システム研究科）  

                                                                           2007/  2/10掲載

Vol.11 矢田  俊文 学長                                    2007/  2/17掲載

※本記事は、朝日新聞社の了承を得て掲載させて
いただいています。
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英　　　米
16        16        12        1.3
27        27        10        2.7
81        81        17        4.8
69        69        31        2.2
48        48        25        1.9
23        23        16        1.4
62        62        30        2.1
48        48        27        1.8
30        30        15        2.0
82        82        21        3.9
79        79        30        2.6
21        21        10        2.1
58        58        10        5.8
38        38        12        3.2
19        19          9        2.1
163      162        41        4.0
68        68         21       3.2
13        13          7        1.9
  1           1          0
11        11          5        2.2
  2           2          0        
12        12          9        1.3

18        18          6        3.0

993      992       365      2.7

  2           2          0        

  2           2          1       2.0        

志　願 倍率 コース 定員 志願 倍率

72 286 4.0

15 53 3.5

40 128 3.2

7 64 9.1

50 136 2.7

7 33 4.7

（４教科） (35) 168 4.8

（３教科） (25) 130 5.2

夜 5 43 8.6

（４教科） (35) 93 2.7

（３教科） (25) 85 3.4

夜 5 36 7.2

70 281 4.0

8 45 5.6

35 137 3.9

5 26 5.2

100 362 3.6

11 46 4.2

35 107 3.1

6 33 5.5

環境化学プロセス工 20 33 1.7 10 121 12.1

環境機械システム工 20 46 2.3 10 100 10.0

情報メディア工 50 128 2.6 25 232 9.3

環境空間デザイン 20 69 3.5 10 121 12.1

2,568 3.7 145 2,015 13.9701

学　部 学　科
前　　期 後　　期

コース 定　員

外国語

国際関係
昼

昼

10

10

英　米
昼

昼

中　国
昼

192 19.2
夜

5 103 20.6
夜

昼

69 6.9
夜

経済

経　済
昼 60

経営情報
昼 60

昼 10 231 23.1

昼 10 192 19.2

文

比較文化
昼

昼

人間関係
昼

昼 12.0
夜

10 237 23.7
夜

昼
昼

10 120

15 197 13.1
夜

昼
昼

国　際
環境工

合　　　計

10 100 10.0
夜

法

法　律

政策科学

昨  年  度 昨  年  度343   1,019   1,017    371     2.7     671  2,663 　  4.0  175   1,870    10.7

北九州市立大学では、高校生、保護者あるいは高校の先生を対象とした広報として様々な
取組みを行っております。今年度 11月から2月までの取組み等についてご紹介します。

入試広報の取組みについて

本学の出張講義について
　本学では、高等学校からのご依頼を受け、教員を派遣し、

高校において模擬授業を実施しております。平成１８年度

は、７１高校へ５学部から約100名の教員を派遣しました。

　高校生がこのような大学教員の模擬授業を体験すること

により、キャリア意識の醸成や進学意識の向上につながる

ものと思っております。　

　お申込みは、経営企画課広報担当までお電話いただけれ

ば、日程・学部・講義の内容などの調整をさせていただきま

す。

大学訪問について
　本学では、高等学校の先生、保護者、また地域の方々の

ご依頼をうけ、大学訪問をお受けしております。

　北方、ひびきの両キャンパスの施設見学、大学の特徴の

説明、入試・就職・海外留学等の制度の説明、本学教員によ

る模擬授業などを実施しております。平成１８年度は、北方

、ひびきの両キャンパスに４４団体約2,000名の方々の訪

問を受けました。ありがとうございました。

　お申込みは、経営企画課広報担当までお電話いただけ

れば日程・内容の調整などさせていただきます。

◎出張講義、高校訪問、大学訪問についてのお問い合わせは、大学事務局経営企画課（Tel　093-964-4195）までお願いします。

平成 19 年度の推薦入試の実施結果及び一般選抜試験（前期･後期）確定志願者数をお知らせします。

平成１９年度入試状況

推薦試験 一般選抜試験

7

入試広報
REPORT
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会議等

第４１回　２００６年１１月２１日（火）

［議案］

　① 教員の採用について

　② 名誉教授の称号授与について

　③ 学術情報総合センター副センター長の選任について

　④ 教員手当について

［報告］

　① 推薦入試及び社会人特別選抜出願状況について

　② 平成 19 年度科研費補助金応募状況について

　③ 教員の海外出張について

第４２回　２００６年１２月　５日（火）

［議案］

　① 学校教育法改正に伴う学則、規程等の改正ついて

　② 教員の採用について

　③ 新コースの設置・学生募集及び教員の採用について

　④ 大学院学則の改正について

　⑤ 2007 年度学年暦について

　⑥ 「研究者名簿」、「研究者マップ」の作成について

［報告］

　① 平成 19 年度科研費補助金応募状況について

　② ビジネススクール設置認可について

　③ 基盤教育センター公開講演について

　④ 教員の海外出張について

 

第４３回　２００６年１２月１９日（火）

［議案］

　① 教員の採用について

　② 学部長、研究科長等の選考について

　③ 教員組織のあり方検討委員会の設置について

　④ 新規留学制度の導入について

　⑤ 教職員向けメンタルヘルス講習会について

［報告］

　① ビジネススクール説明会の実施報告 及び

　　　３days オープンキャンパスの開催について

　② ＭＯＴセミナーの実施について

　③ ホームページへのシラバス掲載科目数について

第４４回　２００７年  １月１６日（火）

［議案］

  ① 教員の退職及び採用について

　② 外国語学部自治会申入書に対する回答について

　③ 学生支援体制について

　④ 大学院再編準備委員会の設置について

［報告］

　① 北方サロンの実施について

　② 秋期公開講座アンケート集計結果について

　③ 教員組織のあり方検討委員会委員名簿について

　④ 雑誌掲載記事について

　⑤ 平成 19 年度第 1学期履修申告関連ｽｹｼﾞｭｰﾙについて　

　⑥ 教員の海外出張について

第４５回　２００７年　１月３０日（火）

［議案］

  ① 教員の採用について

　② 学部長等の選任について

　③ 学科長の選任について

　④ 昇任人事の選考方法について

　⑤ 学生サポート戦略会議について

　⑥ 外国語学部自治会申入書に対する回答について

　⑦ 新規留学制度について

　⑧ 入試制度改革について

　⑨ 新組織設置準備委員会要綱について

［報告］

  ① ビジネススクール「3days オープンスクール」の実施

　　結果及び出願状況について

　

第４６回　２００７年２月１３日（火）

［議案］

  ① 教員の休職について

　② 学科長の選任について

　③ 昇任候補者の選定、昇任選考委員会の設置について

　④ 利益相反ポリシーについて

　⑤ 北九州市立大学研究費不正防止対策検討委員会の設

　　 置について

　⑥ 大学院再編準備委員会の委員の追加について

　⑦ 学則及び規程等の整備について

　⑧ 学生表彰について

　⑨ 各種委員会の構成について

　⑩ 平成 19 年度計画案について

［報告］

  ① 一般選抜の出願状況について

　② 教員の海外出張について

　

教育研究審議会

8
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お知らせ

９

本学においては、平成１９年度に授業料の改定を行います。授業料の改定内容につい

ては、下表のとおりとなっております。 

※ 平成１１年度以前の入学者（夜間主は、平成１２年度以前の入学者）については入学年度

の授業料が適用されます。 

区       分 現 行 改定後 改定時期・改定額の適用 

外国語学部 

経済学部 

文学部 

法学部 

昼間主コース 

国際環境工学部 

大学院 

年額 

 520,800 円 

年額  

535,800 円 

平成19年 4月1日から改定。 

平成 12 年度以降の入学者か

ら適用。 

外国語学部 

経済学部 

文学部 

法学部 

夜間主コース 
年額  

260,400 円 

年額 

 267,900 円 

平成19年 4月1日から改定。 

平成 13 年度以降の入学者か

ら適用。 

実験を要する 

部門 

月額 

36,080 円 

月額 

37,100 円 

研修員 

実験を要しない

部門 

月額 

18,040 円 

月額 

18,500 円 

研究生 月額 

28,900 円 

月額 

29,700 円 

総合コース 年額 

184,300 円 

年額 

189,600 円 

コミュニティ

コース受講生 

入門コース 年額 

92,100 円 

年額 

94,800 円 

科目等履修生 

特別科目等履修学生 

委託生 

１単位 

14,400 円 

１単位 

14,800 円 

平成19年 4月1日から改定。 

■授業料が改定されます。

 3/24（土）  学位授与式
 4/  5（木）時間割・シラバス配布
 4/  6（金）入学式
 4/  7（土） マネジメント研究科入学式
４/ 6-10      オリエンテーション
 4/11（水）1学期授業開始 

行事予定

＜学術情報総合ｾﾝﾀｰ副ｾﾝﾀｰ長＞ 
　    1/1 付　 二宮　正人　
                       　　　　（法学部教授）
       

人　事

卒業式＆入学式

　平成 18 年度 学位授与式等は下記のとお
り実施します。なお、開式後の入場は一切
できません。
                                   
< 日時 >　平成 19 年 3月 24 日 ( 土 ) 
　　　　　午前 10 時から（9:30 開場）

　平成 19 年度 入学式は下記のとおり実施
します。なお、開式後の入場は一切できま
せん。
                                    
< 日時 >　平成 19 年 4月 6日 ( 金 ) 
　　　　　午前 10 時から（9:30 開場）

■平成 18 年度学位授与式について

FOR 卒業生

FOR 新入生

カリキュラムは現行と変更ありません。
ただし、開講パターンが一部変更になることがあり
ますのでシラバスで確認してください。

１ 履修登録方法が変更になります。
　①学内ＷＥＢ登録方式に変更します。
　②履修登録期間は 4 月 5 日 ( 木 ) ～ 10 日 ( 火 ) の
　間です。
　③昨年配布したログインＩＤとパスワードが必要
　です。紛失した場合等は、学術情報総合センター「学
　生相談窓口」で再発行の手続きをしてください。

２ 卒業見込み証明書の発行基準が変わります。
  　・これまでの 3 年次修了までに 90 単位以上（経
　済学部は 92 単位以上）という基準のほか、4 年次
　受講申告後、登録した科目を全て修得すれば卒業
　となる学生に対しても卒業見込み証明書が発行出
　来るようになります。

     学部学科再編に伴い、2007 年度入学生から新しい
カリキュラムがはじまります。
１ 教養教育科目の内容が新しくなります。
  　・時代のニーズにあわせ、科目内容を一新するとと
　もに、教養教育科目に必須科目が新設されます。

２ 単位を修得するためには履修登録することが必要で
す。
　①履修登録は学内にあるパソコンを使って行いま　
　す。
　②履修登録期間は 4 月 18 日 ( 水 ) ～ 23 日 ( 月 ) の
　間です。
　③履修登録には、学生証と一緒に配布するログイン
　ＩＤとパスワードが必要です。

３ ＧＰＡ（Grade Point Average）制度が導入されます。
  　・履修科目の成績を点数化する制度です。
　　学習意欲を高めるとともに、優秀な学生にはイン
　センティブが与えられます。成績評価も優・良・可・
　不可の４段階評価から、秀を加えた５段階評価へ変
　更になります。 

■新２年生以上の皆さんへ

[ 平成 19年度からの履修変更について ]
■新入生の皆さんへ

■平成 19 年度入学式
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　国際教育交流センターは２号館１階にあります。
　国際教育交流センター内に事務室がある学生課国際交流係では、主
に、海外留学を志す日本人学生の派遣と、海外からの留学生受入を担
当しています。留学への第一歩は、国際交流係まで、どうぞ。
　国際教育交流センターでは、留学生の色々な相談や、日本語教育を
行っています。現在、北方キャンパスに在籍する留学生の数は１００人
以上。母国を離れ、不慣れな環境でもたくましく勉学に励んでいる留学
生のみなさんには、いつも感心させられます。
　また、センター談話室では、中国、韓国、英国、豪州、米国の５カ国か
らやってきた留学生たちの笑い声が飛び交っています。談話室は、誰で
も自由に利用できます。世界への扉をノックしてください。
　国際交流を留学生との会話から始めませんか？
　皆さんのお越しをお待ちしています。

  図書館は知識と情報と人が集まる大学内の “シンボル”的存在です。図

書館ではみなさんの「知りたい！」の要求にお答えできるよう、スタッフ一

同お手伝いさせていただきます。

　図書館にはさまざまなコレク
(・・・)

ションがあり、インフォメー
(・・・)

ションが集ま

り、また人とのコミュニケー
(・・・)

ションが生まれるというオプ
(・・・)

ション付です！す

ると、自分のモチベー
(・・・)

ションも上がり、テン
(・・・)

ションも高くなるでしょう！

ミッ
(・・・)

ションを果たすべきパッ
(・・・)

ションのある図書館員がみなさんをお待ち

しております。

　ぜひ図書館（ト　
(・・・)

ション　カン）に足を運んでみて下さい！

（みなさんが　国際教育交流センターに　来ることを　楽しみにしています）

国際教育交流センター 「北九大の中にある世界」

欢迎大家光临国际教育交流中心
여러분이 국제교육교류센타에 방문하시는 것을 기달리고 있겠습니다.

Everybody, we are looking forward very much to you coming to the Center for
 International Education and Exchanges.

   

図 書 館
知識と情報と人が集まる

大学の”シンボル”

第８回 11/15
　コーディネーター：山本光英（法学部）
　話題提供者：二宮正人（法学部）
                   「アメリカで見てきた国際法」

　　　　　     ：中山布紗（法学部）
 　「法学教育における判例の意義－

                     新任教員講義・演習奮闘記－」

　「北方サロンに学長登場」

  毎月第３水曜日に本館７階ラウンジで研究交流会『北方サロン』を開催しています。

　第８回では、法学部の山本光英先生をコーディネーターに、法学部の二宮正人先生

と法学部の中山布紗先生に話題提供していただきました。

   第９回では、 社会システム研究科の谷村秀彦先生をコーディネーターに、 学長の矢田俊文先生と

都市政策研究所の松永裕己先生に話題提供していただきました。

　 矢田先生は「計画性のない人生」というテーマで、 『安保紛争』や『エコタウンの提唱』、 『大学改革』

に関すること等幅広くお話していただきました。サロン終了後、 矢田先生編著「地域構造論の軌跡と展

望」を参加者全員に進呈され、皆様に大変喜ばれました。

　 松永先生は「北九州エコタウンの現状、課題、展望」というテーマで、エコタウンの誕生から現在抱え

ている課題、これからの展望について資料を交え、分かりやすく説明されました。

　 第１０回では、 社会システム研究科

の吉村弘先生をコーディネーターに、

法学部の森裕亮先生と都市政策研究

所の木村温人先生に話題提供してい

ただきました。

　話題提供後に行われるディスカッシ

ョンでは、 毎回さまざまな質問や意見

が交わされ、“熱い”北方サロンが開催

されています。

　今後とも多くの先生方のご参加をお

待ちしております。是非一度ご参加くだ

さい。　

  次回（第１１回）は４月開催予定です。

北方サロン

第９回 12/20
    コーディネーター：谷村秀彦
　　　　　　　    　  （社会システム研究科）
    話題提供者：矢田俊文（学長）
                              「計画性のない人生」

　　　　　     ：松永裕己（都市政策研究所）
 　「北九州エコタウンの現状、課題、展望」

第 10回 2/21
　コーディネーター：吉村弘
                                           （社会システム研究科）
　話題提供者：森裕亮（法学部）
      「いま地方に何が起こっているか－

              北九州市長選の結果をふまえて」

　　　    　　：木村温人（都市政策研究所）
　  「『分権と自立』に求められる

                                            地域金融のかたち」



北九州市立大学　大学院　マネジメント研究科（専門職大学院）

2007 年度マネジメント研究科入学者選抜試験　志願状況

北九大ビジネススクールいよいよ開校
平成１９年４月

北九大ビジネススクール・プレイベントの開催
第１回ビジネススクール説明会

日時：平成１８年１２月１５日（金）18:30 ～ 20:45

場所：アジア太平洋インポートマート（AIM）ビル３階

　　　（西日本総合展示場新館中展示場会議室）

定員８０名　参加者１０１名

◎ お 問 合 せ 先 ◎

第１回選抜 第２回選抜

出願期間

１次選考通知

２次選考通知

合格発表日

平成 19 年 1 月 19 日 ( 金 ) ～ 26 日（金）

平成 19 年 2 月 8 日（木）

平成 19 年 2 月 17 日（土）

平成 19 年 3 月 9 日（金）

平成 19 年 2 月 9 日 ( 金 ) ～ 16 日（金）

平成 19 年 3 月 1 日（木）

平成 19 年 3 月 11 日（日）

平成 19 年 3 月 21 日（水）

（プログラム）
・パネルディスカッション
「創造と変革のMBA～地域でつくる北九大ビジネススクール」
・入試要項の説明
・模擬授業

・個別相談会
「技術マーケティング戦略」「ファイナンス」

入試その他の相談を個別に受け付けます。

○　入学定員　　３０人
○　出願総数　　７５人（第 1回 35 人、第 2回 40 人）
○　志願倍率　　２．５倍

第２回プレイベント「3days オープンスクール」

日時：平成 19年 1月 17 日 ( 水 ) ～ 19 日 ( 金 )  18:30 ～ 20:30

場所：アジア太平洋インポートマート（AIM）ビル 7階

　　　( 北九州市立大学小倉サテライトキャンパス )

1 月 17 日（水）申込 68名　定員 36 名　参加 30 名

（プログラム）

（申込者１１９名）

1月 18日（木）申込 56名　定員 36 名　参加 36 名
1月 19 日（金）申込 48名　定員 36 名　参加 29 名

・ビジネススクール説明会

・模擬授業及びプレゼンテーション
「マネジメント」（齋藤貞之、林秀美、丸田秀一郎、越出均、宮下永）
「パブリック」（城戸宏史、永津美裕、吉村弘）
「ファイナンス」（鈴木茂、武田寛、任章）
「環境」（関宣昭、鄭剣豪、松永裕己）
「国際ビジネス」（北真収、木下学、王効平）

・入試要項の説明

ビジネススクール講師陣

盛会のうちに終了したビジネススクール説明会

模擬授業の模様
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